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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文はアポ トー シスとネクローシスにおけるDNAの高分子断片化とそれに関与するエンドヌクレア
ーゼの性質について検討したものである｡ アポトーシスにおいてはDNAの高分子 (200kbp及び30
kbp)断片化が重要な役割を担っていることが示唆されているが,ネクローシスにおいて調べた報告はこ
れまでにない｡
本研究ではHL-60におけるアポ トー シスの場合同様,MOLT-4細胞におけるネクローシスの際にも
DNAの高分子断片化が認められた｡また,Autodigestion法によって,DNAの高分子断片化を司る内在
性のエンドヌクレアーゼが両細胞株中に確認され,HL60においてはマグネシウムに強い依存性を示し,
MOLT-4ではカルシウムにのみ強く依存する事が示された｡また,エンドヌクレアーゼ活性は両細胞株
とも細胞質内に存在することが示された｡
以上の研究は,DNAの高分子断片化がアポ トー シスのみに特異的ではないことを初めて示し,また,
それを司る内在性エンドヌクレアーゼの存在と,そのイオン要求性及び局在を初めて明らかにしたもので
あり,細胞死のメカニズムの解明に寄与する所が多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値のあるものと認める｡
なお,本学位授与申謂者は,平成9年2月21日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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